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２０２５年もあと１ヶ月となりました 
来月２４日(水)で２学期が終了します。令和７年も残りあと１ヶ月余りとなりました。朝晩の冷え込

みが一段と厳しくなり、これから路面も凍結する日もあることと思います。児童には登下校時の安全な

歩行を適宜呼びかけつつ、職員は通勤時の車の一層の安全運転等につきましてお互いに注意喚起をして

いるところです。保護者・地域の皆様におかれましても冬道・雪道の自家用車の運転にはくれぐれもお

気をつけください。 

さて、師走を迎え、個人的には今年も「あっという間の１年」だったように感じます。自身が小学生

の頃は「１年はとても長い時間」だったように感じておりましたが、年齢を重ねる毎に「１年がより早

く過ぎ去っていく」ように感じられていきます。以前ネットの情報サイトにその理由が書かれているコ

ラムが目に留まりました。いわく「（一説によると）子どもの頃は初めて体験することばかりで、 毎日

が新鮮で新しい出会いや発見がたくさんありますが、年を重ねるにつれ、新しい経験をする機会が失わ

れ、未来に起こりうる突発的な出来事も想定の範囲内であることも多く、日々の生活に新鮮味がなくな

ってしまうことが多いから」とのことでした。 

東湊小学校の子どもたちは、たくさんの行事・活動が計画されていた２学期も新鮮な気持ちで、力強

く取り組んで活躍してくれました。行事だけでなく毎日の学習もより主体的に、一生懸命考え、友達と

考えを交流し、みんなの前で発表してきました。また計算練習や漢字練習などの基礎練習にも実直に取

り組み力をつけています。 

学校では２学期の学習のまとめの時期となりますが、子どもたちの健康・安全を守りながら、しっか

りとこれに努めていきたいと思います。ご家庭でもこの１２月、２学期をお子様とともにふり返り、新

しい年にさらに挑戦しようとする気持ちが湧き立つような声かけをお願いできたらと思います。よろし

くお願い申し上げます。 

 

  
 

わくわくどきどきサイエンスショー 
１１月６日(木)に、「米村でんじろうサイエンスプロダクション」の皆様をお招きして、「わく

わくどきどきサイエンスショー」を開催しました。 

この事業は、七尾ロータリークラブ様からのご支援をいただき実現したものです。 

サイエンスショーでは、ＭＣのチャーリー西村さんが、「なぜ？」「どうして？」と思うような

実験を、おもしろおかしく、子どもたちを巻き込みながら、 

次々と披露していき、会場は大いに盛り上がりました。子 

どもたちを終始惹きつけながらショーは展開され、目を輝 

かせながら見入っている子どもたちの表情がとても印象的 

でした。 

今回の事業の目的は「科学の不思議・楽しさを子どもた 

ちに存分に味わってもらうとともに、楽しいひと時を過ご 

して震災の心の痛みを和らげてもらう」というものでした。 

米村でんじろうサイエンスプロダクションの皆様、そして 

七尾ロータリークラブの皆様のおかげで、子どもたちは、 

心から楽しめる時間を過ごすことができました。 

本当にありがとうございました。 

七尾ロータリークラブ復興応援プロジェクト 



 

 

 

 

  

 

夏休みの宿題や授業の一環として、学校から応募した各種コンクール等の審査結果です。校

内夏休み作品展の入賞者については１０月号で紹介させていただきました。以降、応募作品を

募集した各種団体より寄せられた結果についてお伝えいたします。 

入賞された皆さん、おめでとうございます。 
 
七尾市科学作品展入賞作品 

観察賞  １年 山本 理乃 「つばめのかんさつ」 
着想賞  ２年 石崎みこと 「バナナのけんきゅう」 
実験賞  ３年 中島 凜香 「いろんなふしぎをみつけたぜ！かがみの力！」 
実験賞  ４年 山本帆乃佳 「かげの研究」 
実験賞  ５年 黒崎 碧衣 「停電に備えよう！！太陽光発電で電気を作る」 
実験賞  ６年 中島 柚香 「炭酸の不思議に迫れ！炭酸の謎！」 
着想賞  ６年 村守 隆太 「スマートフォンバッテリーと温度のふしぎな関係」 

 
第３６回 ＭＯＡ美術館七尾・中能登児童作品展 
  七尾市議会議長賞 １年 矢田 千祥   七尾美術館館長賞 ４年 林  万笑 

入 選  １年 山本 理乃        ４年 石崎ちなみ 
４年 高木 里緒        ６年 林  青樹 

 
令和７年度交通安全ポスターコンクール 
 ＜小学校中学年の部＞ 

最優秀賞 ４年 林  万笑 
 
未来へつむぐ家族の手紙 

佳 作  ６年 澤野 碧惟 
 
令和７年度小学生動物愛護絵画 

優秀賞  ３年 北橋莉央和    優良賞 ２年 石崎みこと 
  日本獣医師会長賞 ４年 石崎ちなみ        ５年 山本 幸奈 
  石川県獣医師会長賞 ６年 林  青樹 

入 選  １年 矢田 千祥        ４年 山本帆乃佳 
６年 北橋 橙真 

 
七尾市読書感想文コンクール 
＜課題図書の部＞ 
優秀賞  ４年 石崎ちなみ 「自分らしさをみとめる世界」 
優良賞  ６年 林  青樹 「ぼくの「ララ」は」 

＜自由図書の部＞ 
優秀賞  ２年 藤巻 みお 「ちょっとだけを読んで」 
優良賞  １年 北橋 大翔 「まっくろネリノをよんで」 

３年 高沢 勇人 「サメ図かんを読んで」 
５年 山本 幸奈 「ロビンソン・クルーソーの根性」 
６年 品川 紗衣 「自分の気持ちにまっすぐに」 

 
第４２回 県児童硬筆書写作品コンクール 
  学校代表特選 ４年 飯山 夏那 

特 選  ２年 府中 心奏        ４年 尾橋 龍河 
５年 中野 玲奈        ６年 品川 紗衣 

入 選  １年 矢田 千祥        ２年 南山 悠斗 
３年 中島 凜香        ４年 林  万笑 
５年 堀  愛海        ６年 林  青樹 

応募作品・入賞おめでとう 



校内マラソン大会 
１１月５日(水)、秋晴れの透き通るような青空のもと、マラソン大会を開催いたしました。子ども達

は、自分なりの目標を立て、この日まで長休み等を利用して練習を重ねてきました。 

どの児童も最後まで力の限り走り抜き、レース後にはお互いの健闘を称え合ったり、励まし合ったり

している姿がとても印象的でした。 

  

第１レースは１年生 
初めてのマラソン大会で 

最後まで力の限り走り抜きました。 

第２レースは２年生 
いつも元気いっぱいの２年生そのままの 

力強いスピードのある走りでした。 

  
第３レースは３年生 

練習の成果を発揮しようと 
真剣な表情が印象的でした。 

第４レースは４年生 
実力を発揮し、ハイレベルな 

レース展開を見せてくれました。 

  

第５レースは５年生 
切磋琢磨しながら、 

お互いに高め合うような走りでした。 

第６レースは６年生 
高学年らしい力強い走りで、タイム的にも 

見応え充分なレースでした。 
 

保護者・地域の皆様には、子どもたちへのあたたかなご声援、本当にありがとうございました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第３９回石川県小学生バレーボール大会(10/19) 

☆【 第１位 】七尾スターキッズ(混合の部) 

森下小枝(４年)  野澤晴仁(１年) 

☆【 第２位 】小丸山バレーボールクラブ 

谷中航(４年)  伊豆徳葵(４年)  伊豆崇志(４年)  谷中岳(１年) 

 
 

東湊っ子の活躍 

Let’s call.                              電話 （0767）52-0783 

～親と子のなんでも電話相談室～                  受付  13:00～16:00 

（月曜～金曜） 
対象：小中学生及び保護者（匿名の電話で構いません。秘密は守ります） 

 

学年 男 子 女 子 

１
年
生 

１位 谷中  岳 １位 尾橋 凛夏 

２位 松木 楓汰 ２位 矢田 千祥 

３位 垣川 耀生 ３位 森下 天喜 

２
年
生 

１位 白石 航大 １位 岩﨑 美澄 

２位 舩木 裕翔 ２位 戸澗 海咲 

３位 山本 悠月 ３位 山崎 歩果 

３
年
生 

１位 田中 淳翔 １位 小木 凛華 

２位 因幡 青空 ２位 中島 凜香 

３位 小島 陽葵 ３位 北橋莉央和 

４
年
生 

１位 尾橋 龍河 １位 井坂 心桜 

２位 伊豆 崇志 ２位 宮守  絆 

３位 岡野 璃空 ３位 黒土 陽菜 

５
年
生 

１位 中江田悠人 １位 白石 華奈 

２位 久保 陽翔 ２位 小木 百華 

３位 飯山 陽仁 ３位 笠谷奈那恵 

６
年
生 

１位 山口  潤 １位 尾橋 莉空 

２位 澤野 碧惟 ２位 川内陽香莉 

３位 杉本 想太 ３位 髙松 優那 

 

おめでとうございます!! 
校内マラソン大会・入賞 


